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彦
根
の
画
家
上う

え

田だ

道み
ち

三ぞ
う

が
、
昭

和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）、
井
伊

家
の
依
頼
で
制
作
し
た
作
品
。
縦

一
七
一
セ
ン
チ
、
横
一
八
六
セ
ン
チ

の
大
画
面
に
、
彦
根
城
を
大お

お

手て

側
か

ら
俯
瞰
し
た
景
を
、
実
に
細
密
に
描

い
て
い
ま
す
。

実
は
本
作
に
は
、
当
時
す
で
に
失

わ
れ
て
存
在
し
な
い
御ご

殿て
ん

や
櫓

や
ぐ
ら
、
内

湖
な
ど
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
道
三

が
自
ら
図
中
に
「
彦
根
城
廓
旧
観
」

と
記
し
て
い
る
通
り
、
こ
の
絵
は
、

古
文
書
や
古
絵
図
な
ど
を
参
考
に
、

江
戸
時
代
の
旧
景
を
復
元
し
て
制
作

さ
れ
ま
し
た
。
城
や
城
下
、
古
民
家

な
ど
、
彦
根
の
歴
史
風
景
を
愚
直
に

描
き
続
け
た
画
家
、
道
三
の
代
表
作

と
い
え
る
作
品
で
す
。
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史
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史
風
景
を
描
く  

――

企
画
展

10
11月

日

6
12月

日

彦
根
藩
井
伊
家
の
刀
剣

彦
根
藩
井
伊
家
の
刀
剣

～

10/８（土)

11/７（月）
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史
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史
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●
●　

常
設
展
示　

●
●

―
彦
根
藩
井
伊
家
伝
来
の
大
名
道
具
を
中
心
に
八
〇
点
あ
ま
り
を
展
示
―　

展

示

案

内

 

ほ
ん
も
の
と
の
出
会
い

～

12
月

月
９

2022
年

 

　

物
語
文
学
の
最
高
峰
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
源

氏
物
語
。
平
安
時
代
の
成
立
時
か
ら
好
評
を
得

て
書
写
さ
れ
、
文
学
の
み
な
ら
ず
、
美
術
、
芸

能
、
果
て
は
和
菓
子
の
世
界
に
至
る
ま
で
、
日

本
文
化
全
般
に
わ
た
り
多
大
な
る
影
響
を
与
え

続
け
て
き
ま
し
た
。

　

註
釈
研
究
も
早
く
平
安
時
代
末
に
始
ま
り
、

考
証
的
な
も
の
か
ら
鑑
賞
的
方
向
を
打
ち
出
す

も
の
、
啓
蒙
的
な
も
の
ま
で
、
膨
大
な
蓄
積
が

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
物
語
の
絵
画
化
も
ま
た
、

原
典
成
立
後
あ
ま
り
間
を
お
か
ず
に
始
め
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

源
氏
物
語
の
需

要
層
は
、
長
ら
く

上
層
階
級
に
限
ら

れ
て
い
た
の
が
、

江
戸
時
代
に
は
大

き
な
広
が
り
を
み

せ
ま
す
。
特
に
、

延
宝
元
年

延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）

（
一
六
七
三
）
に
刊
行
さ
れ
た

に
刊
行
さ
れ
た
北北き

た
き
た

村村む
ら
む
ら

季季きき

吟吟ぎ
ん
ぎ
ん

著
「
著
「
湖湖ここ

月月げ
つ
げ
つ

抄抄し
ょ
う

し
ょ
う

」
は
、
物
語
を
広
く
流
布
さ

」
は
、
物
語
を
広
く
流
布
さ

せ
た
立
役
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

源
氏
物
語
に
関
す
る
言
葉
と
し
て
、
物
語
を

絵
画
化
し
た
源
氏
絵
、
源
氏
絵
に
よ
く
見
ら
れれ

る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
源
氏
雲
、
物
語
を

収
め
る
源
氏
箪だ

ん

笥す

、
物
語
の
各
帖
の
名
を
つ
け

た
源
氏
香
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
用
語
の

成
立
も
ま
た
、
源
氏
物
語
の
世
界
が
広
が
り
、

定
着
し
た
こ
と
の
表
れ
と
も
捉
え
ら
れ
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
江
戸
時
代
を
中
心
に
、
源
氏
物

語
の
享
受
の
様
子
を
典
籍
や
美
術
工
芸
品
を
通

じ
て
紹
介
し
ま
す
。
人
々
が
受
け
継
ぎ
、
展
開

し
た
、
雅
や
か
な
王
朝
文
化
の
世
界
を
堪
能
く

だ
さ
い
。

源
氏
物
語　

中
院
通
茂
書
写

展
示
室
１

テ
ー
マ
展
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語

　
　
　

　
　
　

  

――  

古
典
の
継
承
と
展
開

古
典
の
継
承
と
展
開  

――

（水）（水）

■
日　

時　

9
月
10
日
（
土
）
14
時
～
（
30
分
程
度
）

■
講　

師　

髙
木
文
恵
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂　
　

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

50
名
（
先
着
順
）

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

源
氏
物
語
図
屏
風
（
部
分
）　

源
氏
物
語
図
屏
風
（
部
分
）　  

個
人
蔵

個
人
蔵

 

展
示
室
６

特
集
展
示

9 9 
88

（木）（木）

1010
44

松
居
石
材
商
店
の
歴
史

松
居
石
材
商
店
の
歴
史

江
戸
時
代
に
彦
根

城
下
で
創
業
し
、
今

に
続
く
松
居
石
材
商

店
。
墓
石
・
石い

し

燈ど
う

籠ろ
う

・

石せ
き

碑ひ

な
ど
の
製
作
・

販
売
以
外
に
も
、
大

正
期
頃
に
は
ト
ン
ネ

ル
工
事
な
ど
の
事
業
も
手
が
け
、
地
域
の
発
展

に
貢
献
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
頃
の
当
主
は

彦
根
町
会
議
員
を
務
め
る
な
ど
、
地
域
の
有
力

者
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
活
動
を
、
同

店
製
作
の
石
造
品
や
伝
来
の
文
書
・
古
写
真
を

通
し
て
紹
介
し
ま
す
。

（火）（火）

■
日　

時　

9
月
10
日
（
土
）
14
時
35
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
30
分
程
度
）

■
講　

師　

早
川
駿
治
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

50
名
（
先
着
順
）

＊
関
連
講
座
を
開
催
し
ま
す
。（
６
頁
参
照
）

石
造
釣
燈
籠　

個
人
蔵

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

    

井
伊
直
政
書
状　

井
伊
直
政
書
状　

　
　
　
　
　
　

酒酒
さ

か

さ

か

井井いい

三三
さ

ぶ

さ

ぶ

郎郎
ろ
う
ろ
う

右右ええ

衛衛
門門

も
ん
の

も
ん
の

尉尉
じ
ょ
う

じ
ょ
う

宛宛
あ

て

あ

て

こ
の
た
び
、
彦
根
藩
井
伊
家
初
代
で
徳
川
家
康

の
も
と
で
活
躍
し
た
井
伊
直
政
の
書
状
を
、
個
人

の
方
か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
書
状

は
巻
子
に
仕
立
て
直
さ
れ
て
い
て
、
旧
彦
根
藩
士

で
、
明
治
期
に
井
伊
家
に
関
わ
る
史
料
の
収
集
・

考
察
を
し
て
い
た
石い
し

黒ぐ
ろ

務つ
と
む
に
よ
る
解
説
文
も
一
緒

に
装
丁
さ
れ
て
い
ま
す
。

井
伊
氏
と
宛
先
の
酒
井
氏
と
は
、
婚
姻
関
係
を

何
世
代
に
も
渡
っ
て
重
ね
て
き
た
近
し
い
一
族
同

士
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
書
状
の
内
容
は
、

酒
井
か
ら
手
紙
や
鮭
を
贈
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と

に
御
礼
を
述
べ
、
煩
い
が
治
っ

た
の
で
下
向
す
る
と
い
う
直
政

自
身
の
近
況
を
伝
え
た
も
の
で

す
。
特
徴
の
無
い
内
容
だ
と
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

石
黒
は
解
説
文
で
“
井
伊
家
が

厚
く
待
遇
し
て
い
た
酒
井
氏
で

あ
る
か
ら
、
直
政
か
ら
直
接
書

状
を
賜
っ
て
も
怪
し
む
こ
と
で

は
な
い
”
と
述
べ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
書
状
そ
の
も
の
が

親
し
い
関
係
を
示
し
て
い
る
と

言
え
ま
し
ょ
う
。

当
館
展
示
室
６
に
て
、
10
月

７
日
（
金
）
～
12
月
６
日
（
火
）

の
期
間
、
展
示
し
ま
す
。

新
収
蔵
資
料
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
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上
田
道
三

　
　
　
― 
彦
根
の
歴
史
風
景
を
描
く 

―

上
田
道
三
は
、明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）

に
彦
根
市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
十
代
前
半
に

京
都
へ
出
て
、
南
画
風
の
独
特
の
画
風
で
知

ら
れ
る
不ふ

染せ
ん

鉄て
つ

（
本
名
哲て

つ

治じ

）（
一
八
九
一
～

一
九
七
六
）
の
内
弟
子
と
な
り
、
奈
良
に
拠
点

を
移
し
た
不
染
に
同
行
し
、
同
地
の
中
学
校
に

通
い
な
が
ら
絵
を
学
び
ま
し
た
。
し
か
し
、
師

が
関
東
に
移
り
消
息
を
絶
っ
て
し
ま
っ
た
た

め
、
や
む
な
く
中
退
し
京
都
へ
戻
り
ま
し
た
。

絵
の
道
を
諦
め
る
こ
と
は
な
く
、
昭
和
七
年

（
一
九
三
二
）
に
京
都
絵
画
専
門
学
校
に
入
学
、

卒
業
後
も
同
校
研
究
科
に
進
み
、
京
都
画
壇
の

巨
匠
、
中な

か

村む
ら

大だ
い

三さ
ぶ

郎ろ
う

に
師
事
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）、
道
三
は
彦

根
に
帰
郷
し
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
二
十
五

年
（
一
九
五
〇
）
頃
か
ら
城
廓
の
ス
ケ
ッ
チ
に

専
念
し
、
古
書
や
古
絵
図
も
参
考
に
制
作
を
進

め
、
そ
の
集
大
成
と
な
る
大
作
、「
彦
根
城
廓

旧
観
図
」
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
六

年
（
一
九
六
一
）
頃
か
ら
は
、
城
下
の
武
家
屋

敷
や
街
道
沿
い
の
古
民
家
な
ど
、
彦
根
と
そ
の

周
辺
の
歴
史
的
な
風
景
を
題
材
と
し
、
み
ず
か

ら
「
記
録
画
」
と
呼
ん
で
そ
の
制
作
に
打
ち
込

み
ま
し
た
。

道
三
が
こ
う
し
た
制
作
を
続
け
た
背
景
に

は
、
彦
根
を
含
め
た
滋
賀
の
町
が
急
速
に
変

わ
っ
て
い
く
こ
と
へ
の
嘆
き
と
、
記
録
に
留

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
強
い
思
い
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
活
動
が
讃
え
ら
れ
、
昭
和

四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
に
彦
根
市
功
労
者
と

し
て
功
労
賞
を
、昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）

に
は
滋
賀
県
文
化
賞
の
文
化
功
労
賞
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

本
展
で
は
、
道
三
が
描
い
た
彦
根
の
風
景
画

を
中
心
に
紹
介
し
、
併

せ
て
、
官
展
な
ど
へ
の

入
選
を
重
ね
た
若
き

日
の
作
品
も
展
示
し

ま
す
。
彦
根
を
愛
し
た

画
家
、
上
田
道
三
の
画

業
を
一
望
す
る
初
め

て
の
展
覧
会
で
す
。

関
連
事
業

関
連
事
業

ス
ラ
イ
ド
ト
ー
ク

　

■
日　

時　

10
月
8
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

       　

14
時
～
（
30
分
程
度
）

　

■
参
加
費　

無
料

講
演
会
①

　
「
画
家 

上
田
道
三
の
足
跡 

　
　
　
　
　

～
そ
の
生
涯
を
ひ
も
と
く
～
」

　

■
日　

時　

10
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

　

■
受
講
料　

４
０
０
円

　
　

＊
当
日
は
上
田
道
三
の
ご
遺
族
に
も
来

　
　
　

場
い
た
だ
き
、
お
話
を
伺
い
ま
す
。

講
演
会
②

　
「
上
田
道
三
の
画
業

　
　
　
　

 

～
風
景
画
か
ら
記
録
画
へ
～
」

　

■
日　

時　

10
月
29
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

14
時
～
15
時
30
分

　

■
資
料
代　

１
０
０
円

※
関
連
事
業
共
通
事
項

　

■
講　

師　

奥
田
晶
子
（
当
館
学
芸
員
）

　

■
会　

場　

当
館
講
堂

　

■
定　

員　

50
名
（
先
着
順
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
付
13
時
30
分
～
）

「海辺の村」　 昭和 4 年「海辺の村」　 昭和 4 年（1929）（1929）頃　 滋賀県立美術館蔵頃　 滋賀県立美術館蔵

彦根城を描く上田道三 　昭和 49 年彦根城を描く上田道三 　昭和 49 年（1974）（1974）

「水路」　昭和 14 年「水路」　昭和 14 年（1939）（1939）
　　京都市美術館蔵／　　京都市美術館蔵／
　　　　Kyoto City Museum of Art　　　　Kyoto City Museum of Art

「明治期の民営鉄道（近江鉄道本社）」「明治期の民営鉄道（近江鉄道本社）」
　　　　　  昭和 47 年　　　　　  昭和 47 年（1972）（1972）頃頃
　　　　　　　　　　　彦根市文化財課蔵　　　　　　　　　　　彦根市文化財課蔵

企
画
展

展
示
室
１
・
２

1010
88

（土）（土）

1111
77

（月）（月）
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関
連
事
業

関
連
事
業

ス
ラ
イ
ド
ト
ー
ク

　

■
日　

時　

11
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

       　

14
時
～
（
30
分
程
度
）

　

■
参
加
費　

無
料

講
演
会

　
「
井
伊
家
伝
来
刀
剣　

名
刀
の
履
歴
書
」

　

■
日　

時　

11
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

14
時
～
15
時
30
分

　

■
資
料
代　

１
０
０
円

※
関
連
事
業
共
通
事
項

　

■
講　

師　

古
幡
昇
子
（
当
館
学
芸
員
）

　

■
会　

場　

当
館
講
堂

　

■
定　

員　

50
名
（
先
着
順
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
付
13
時
30
分
～
）

彦
根
藩
井
伊
家
の
刀
剣

彦
根
藩
井
伊
家
の
刀
剣

慶
長
二
十
年
（
一
六
一
五
）
の
大
坂
の
陣
以

慶
長
二
十
年
（
一
六
一
五
）
の
大
坂
の
陣
以

降
、
大
き
な
戦
乱
の
な
い
太
平
の
世
を
迎
え
る

降
、
大
き
な
戦
乱
の
な
い
太
平
の
世
を
迎
え
る

と
、
武
家
に
お
け
る
刀
剣
は
、
実
戦
で
用
い
る

と
、
武
家
に
お
け
る
刀
剣
は
、
実
戦
で
用
い
る

武
器
か
ら
、
武
士
階
級
を
示
す
象
徴
的
な
道
具

武
器
か
ら
、
武
士
階
級
を
示
す
象
徴
的
な
道
具

へ
、
ま
た
主
従
あ
る
い
は
大
名
間
で
の
贈
答
品

へ
、
ま
た
主
従
あ
る
い
は
大
名
間
で
の
贈
答
品

へ
と
役
割
を
大
き
く
変
化
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の

へ
と
役
割
を
大
き
く
変
化
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
将
軍
家
を
は
じ
め
、
各
大
名
家
で
は
室

た
め
、
将
軍
家
を
は
じ
め
、
各
大
名
家
で
は
室

町
時
代
以
前
に
制
作
さ
れ
た
古
刀
を
中
心
に
、

町
時
代
以
前
に
制
作
さ
れ
た
古
刀
を
中
心
に
、

名
物
や
名
工
の
手
に
よ
る
刀
剣
を
多
数
所
持
し

名
物
や
名
工
の
手
に
よ
る
刀
剣
を
多
数
所
持
し

て
い
ま
し
た
。

て
い
ま
し
た
。

彦
根
藩
井
伊
家
も
、
数
多
く
の
刀
剣
を
有
し

彦
根
藩
井
伊
家
も
、
数
多
く
の
刀
剣
を
有
し

て
い
た
こ
と
が
種
々
の

て
い
た
こ
と
が
種
々
の
腰腰こ

し
こ
し

物物も
の
も
の

帳帳ち
ょ
う

ち
ょ
う

か
ら
う
か
が
え

か
ら
う
か
が
え

ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
名
工
が
手

ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
名
工
が
手

が
け
た
刀
剣
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

が
け
た
刀
剣
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
ら
は
拝
領
品
な
ど
家
と
し
て
管
理
し
て
い
た

れ
ら
は
拝
領
品
な
ど
家
と
し
て
管
理
し
て
い
た

も
の
も
あ
れ
ば
、
藩
主
個
人
の

も
の
も
あ
れ
ば
、
藩
主
個
人
の
指指さ

し
さ
し

料料り
ょ
う

り
ょ
う

と
し
て
扱

と
し
て
扱

わ
れ
て
い
た
も
の
も
あ
り
、
時
に
は
贈
答
や
儀

わ
れ
て
い
た
も
の
も
あ
り
、
時
に
は
贈
答
や
儀

礼
に
と
も
な
い
彦
根
と
江
戸
と
を
往
来
し
て
い

礼
に
と
も
な
い
彦
根
と
江
戸
と
を
往
来
し
て
い

た
こ
と
も
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
こ
と
も
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

往
時
の
井
伊
家
が
所
有
し
て
い
た
刀
剣
の

往
時
の
井
伊
家
が
所
有
し
て
い
た
刀
剣
の

件
数
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
な
が

件
数
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
な
が

ら
も
、
江
戸
時
代
末
期
の
成
立
と
み
ら
れ
る
腰

ら
も
、
江
戸
時
代
末
期
の
成
立
と
み
ら
れ
る
腰

物
帳
の
一
つ
に
は
約
五
〇
〇
口
が
確
認
で
き
、

物
帳
の
一
つ
に
は
約
五
〇
〇
口
が
確
認
で
き
、

そ
の
数
が
膨
大
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

そ
の
数
が
膨
大
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
関
東
大
震
災

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
関
東
大
震
災

に
よ
る
罹
災
や
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
供
出
な

に
よ
る
罹
災
や
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
供
出
な

ど
に
遭
い
、
現
在
、
彦
根
城
博
物
館
が
収
蔵
す

ど
に
遭
い
、
現
在
、
彦
根
城
博
物
館
が
収
蔵
す

る
井
伊
家
伝
来
の
刀
身
は
四
二
〇
口
ほ
ど
で
、

る
井
伊
家
伝
来
の
刀
身
は
四
二
〇
口
ほ
ど
で
、

そ
の
大
部
分
も
焼
身
と
な
っ
た
罹
災
刀
剣
で

そ
の
大
部
分
も
焼
身
と
な
っ
た
罹
災
刀
剣
で

す
。
当
初
の
姿
を
伝
え
る
の
は
僅
か
六
〇
口
で

す
。
当
初
の
姿
を
伝
え
る
の
は
僅
か
六
〇
口
で

は
あ
る
も
の
の
、

は
あ
る
も
の
の
、
正正ま

さ
ま
さ

恒恒つ
ね
つ
ね

やや
国国く

に
く
に

宗宗む
ね
む
ね

、、
虎虎ここ

徹徹て
つ
て
つ

やや
忠忠た

だ
た
だ

綱綱つ
な
つ
な

な
ど
、
古
刀
お
よ
び
新
刀
を
代
表
す
る
刀
工
の

な
ど
、
古
刀
お
よ
び
新
刀
を
代
表
す
る
刀
工
の

作
品
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

作
品
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
、
当
館
が
所
蔵
す
る
井
伊
家
伝

本
展
で
は
、
当
館
が
所
蔵
す
る
井
伊
家
伝

来
刀
剣
の
う
ち
、
平
安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に

来
刀
剣
の
う
ち
、
平
安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に

至
る
ま
で
の
名
刀
や
優
品
、
名
物
と
し
て
広
く

至
る
ま
で
の
名
刀
や
優
品
、
名
物
と
し
て
広
く

知
ら
れ
て
い
た
作
品
な
ど
を
一
挙
に
公
開
し
ま

知
ら
れ
て
い
た
作
品
な
ど
を
一
挙
に
公
開
し
ま

す
。
ま
た
、
腰
物
帳
な
ど
の
古
文
書
も
併
せ
て

す
。
ま
た
、
腰
物
帳
な
ど
の
古
文
書
も
併
せ
て

展
示
し
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
井
伊
家
の
刀
剣

展
示
し
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
井
伊
家
の
刀
剣

の
全
容
に
迫
り
ま
す
。

の
全
容
に
迫
り
ま
す
。

重要文化財　太刀　銘 国宗（伯耆）　鎌倉時代重要文化財　太刀　銘 国宗（伯耆）　鎌倉時代

重要文化財　太刀　銘 国宗（備前二代）　鎌倉時代重要文化財　太刀　銘 国宗（備前二代）　鎌倉時代

刀　無銘 伝左　名物 織田左文字　南北朝時代刀　無銘 伝左　名物 織田左文字　南北朝時代

短
刀　

銘

短
刀　

銘  

来
源
国
次　
　
　

来
源
国
次　
　
　

（
名
物

（
名
物  

源
来
国
次
）

源
来
国
次
）

南
北
朝
時
代

南
北
朝
時
代

埋
忠
刀
譜
（
部
分
）　

江
戸
時
代

埋
忠
刀
譜
（
部
分
）　

江
戸
時
代

薙
刀　

銘

薙
刀　

銘  

粟
田
口
一
竿
子
忠
綱　

江
戸
時
代

粟
田
口
一
竿
子
忠
綱　

江
戸
時
代

太刀　銘 吉守（部分）　鎌倉時代太刀　銘 吉守（部分）　鎌倉時代

企
画
展

展
示
室
１
・
２

1111
1010

（木）（木）

1212
66

（火）（火）

太
刀　

銘

太
刀　

銘  

吉
守　

鎌
倉
時
代

吉
守　

鎌
倉
時
代
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「
作
り
物
控
」
か
ら
み
る

「
作
り
物
控
」
か
ら
み
る

　
　
　
　
　
　
　

井
伊

　
　
　
　
　
　
　

井
伊
直直な

お
な
お

忠忠た
だ
た
だ

と
能
道
具

と
能
道
具

　

彦
根
城
博
物
館
が
所
蔵
す
る
琴き

ん

堂ど
う

文ぶ
ん

庫こ

は
、

井
伊
家
十
五
代
直な

お

忠た
だ（
号
琴
堂
、
一
八
八
一
～

一
九
四
七
）の
蔵
書
で
す
。
直
忠
は
、
観
世
流

の
能
役
者
で
あ
る
梅う

め

若わ
か

万ま
ん

三ざ
ぶ

郎ろ
う（
一
八
六
八
～

一
九
四
六
）に
師
事
し
て
生
涯
を
能
に
打
ち
込

み
ま
し
た
。
東
京
の
本
邸
に
舞
台
を
構
え
て
能

の
修
養
に
励
む
だ
け
で
な
く
、
大
正
十
二
年

（
一
九
二
三
）の
関
東
大
震
災
に
お
い
て
本
邸
で

保
管
し
て
い
た
井
伊
家
伝
来
の
能
道
具
を
失
っ

た
後
に
は
、
こ
れ
を
収
集
し
、
新
た
に
作
ら
せ

て
そ
の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。
当
館
が
所
蔵

す
る
能
道
具
の
ほ
と
ん
ど
は
、
直
忠
の
収
集
に

よ
る
も
の
で
す
。
こ
の
直
忠
の
蔵
書
で
あ
る
琴

堂
文
庫
に
は
、
謡

う
た
い

本ぼ
ん

の
他
、
伝
書
、
演
者
の
動

き
を
記
し
た
型か

た

付つ
け

を
は
じ
め
と
す
る
能
楽
関
係

資
料
が
多
数
あ
り
、
そ
の
中
に
は
作
り
物
と
小

道
具
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
一
つ
が
「
作
り
物
控
」（
二
冊
、
図
一
）

で
す
。「
高た

か

砂さ
ご

」
を
筆
頭
に
百
九
十
七
の
演
目

名
を
記
し
、
作
り
物
の
有
無
、
種
類
、
舞
台

に
出
す
位
置
、
使
用
す
る
小
道
具
を
ま
と
め
、

九
十
三
曲
に
つ
い
て
は
、
作
り
物
と
小
道
具
、

も
し
く
は
い
ず
れ
か
の
図
を
彩
色
で
描
き
、
寸

法
や
細
部
の
作
り
に
関
す
る
注
釈
等
を
加
え
ま

す
。

　

所
収
さ
れ
た
演
目
に
は
、「
寝ね

覚ざ
め

」「
久く

世せ
の

戸と

」「
大た

い

瓶へ
い

猩し
ょ
う

々じ
ょ
う

」「
水み

無な

月づ
き

祓は
ら
え

」
等
、
観
世

流
の
み
の
上
演
曲
が
複
数
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

「
蟻あ

り

通ど
お
し

」
に
お
い
て
、
昔
用
い
た
小
道
具
と
し

て
、一
般
的
に
は
使
用
し
な
い
灯と

う

籠ろ
う

と
紅こ

う

緞だ
ん（
細

長
い
紅
地
の
紐
）を
巻
い
た
特
殊
な
傘
を
載
せ

る
よ
う
に
、
通
常
と
は
異
な
る
作
り
物
や
小
道

具
が
見
え
、
こ
れ
ら
は
、
十
五
世
観
世
大
夫
元も

と

章あ
き
ら（
一
七
二
二
～
一
七
七
四
）が
謡
の
詞
章
や
節ふ

し

付づ
け

等
に
大
幅
な
改
訂
を
行
っ
た
、「
明
和
改
正

（
一
七
六
五
～
七
四
）」
期
以
降
に
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
本
書
は

そ
れ
以
降
の
観
世
流
の
作
り
物
・
小
道
具
図
で

あ
る
と
分
か
り
ま
す
。

　

本
書
に
は
年
記
も
筆
者
に
関
す
る
記
述
も
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
作
り
物
と
小
道
具
の
色

に
関
す
る
直
忠
自
筆
の
覚
書（
図
二
）と
、
直
忠

が
各
図
に
使
用
す
る
色
に
つ
い
て
注
記
を
加
え

た
色
見
本
が
挟
み
込
ま
れ
て
お
り
、
本
紙
に
も

直
忠
に
よ
る
指
示
書
き
の
痕
跡
が
複
数
確
認
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
直
忠
の
指
示
に
よ
っ
て
作
成

さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

作
り
物
や
小
道
具
に
関
す
る
直
忠
自
筆
の
覚

書
や
関
連
資
料
は
、
井
伊
家
近
代
文
書（
当
館

蔵
）
に
も
複
数
確
認
で
き
ま
す
。「
絵え

馬ま

」
や

「
鳥と

り

追お
い

舟ぶ
ね

」
の
作
り
物
の
寸
法
図
等
の
他
、
差

出
に
梅
若
と
記
さ
れ
た
、「
野の

の

宮み
や

」
の
作
り
物

で
あ
る
小こ

柴し
ば

垣が
き

の
寸
法
と
図
を
記
し
た
葉
書

（
昭
和
十
四
年
〔
一
九
三
九
〕
十
月
五
日
）も
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
葉
書
に
記
さ
れ
た
作
り
物
図

は
「
作
り
物
控
」
の
図
と
同
じ
形
の
も
の
で
す
。

こ
の
一
例
だ
け
で
判
断
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
が
、
あ
る
い
は
本
書
に
は
、
師
で
あ
る
万
三

郎
か
ら
得
た
情
報
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
直
忠
は
自
分
が
舞
台
に

立
つ
際
に
使
用
す
る
作
り
物
を
作
る
専
門
の
大

工
を
抱
え
て
い
た
と
い
い（
井
伊
正
弘
『
我
が

感
懐
を
』）、
そ
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
「
作
り

物
控
」
や
覚
書
の
情
報
が
参
照
さ
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
琴
堂
文
庫
や
井
伊
家
近
代
文
書

に
お
け
る
「
作
り
物
控
」
を
は
じ
め
と
す
る
作

り
物
・
小
道
具
に
関
す
る
資
料
は
、
面
と
装
束

だ
け
に
留
ま
ら
な
い
、
直
忠
の
能
道
具
全
般
に

対
す
る
関
心
の
高
さ
を
示
す
も
の
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
茨
木
恵
美
）

秋
声
の
茶
席

　

当
館
で
は
昨
年
度
か
ら
、
藩
主
の
住
ま
い
を
復

元
し
た
木
造
棟
で
、
夜
間
の
茶
席
を
設
け
て
い
ま

す
。
お
殿
様
の
気
分
を
味
わ
え
る
特
別
な
機
会
と

も
あ
っ
て
、
大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
今
年
度
は
秋
に
４
日
間
開
催
し
ま
す
。
是
非
、

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
庭
園
と
夜
空
を
眺
め
な
が

ら
、
ゆ
っ
た
り
と
お
茶
と
お
菓
子
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

■
日
時

　

10
月
８
日（
土
）・
９
日（
日
）・
15
日（
土
）・

　

29
日（
土
）

　

①
18
時
～
18
時
30
分　

②
19
時
～
19
時
30
分

　

＊
各
回
30
分
制

■
会
場　

当
館
木
造
棟

■
料
金　

一
服
５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
抹
茶
・
季
節
の
生
菓
子
）

■
定
員　

各
回
８
名

■
申
込
方
法

　

 

事
前
予
約
制
。各
開
催
日
の
前
日
17
時
ま
で
に
、

お
電
話
に
て
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

　

 （
定
員
に
達
し
次
第
、

締
切
）

　

℡
0
7
4
9（
2
2
）

　
　

6
1
0
0

※ 

展
示
室
は
ご
覧
い

た
だ
け
ま
せ
ん
。   

秋
の
夜
に 

ど
う
ぞ
一
服

図
一　

作
り
物
控

図
二　

直
忠
直
筆
の
覚
書
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11月 10月
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

９
月
～

月

9月12月

11/
8･9

展示替により
一部休室

上田道三
― 彦根の歴史風景を描く―

10/8 ～11/7

企画展

3
土

講
座
講
座　

私
の
研
究
最
前
線

「
殿
様
の
鷹
狩
り
を
支
え
た
人
た
ち
」

7
水
～
31
土　
　

休　

館

19
土

ス
ラ
イ
ド
ト
ー
ク

ス
ラ
イ
ド
ト
ー
ク

彦
根
藩
井
伊
家
の
刀
剣

常設展示　“ほんもの”との出会い　常設展示　“ほんもの”との出会い　

企画展

彦根藩井伊家の刀剣
11/10 ～ 12/6

10/
5･7

 

展示替により一部休室

12

募
集
・
催
し

松居石材商店の歴史
9/8 ～10/4

特集展示

源氏物語 ―古典の継承と展開―

9/8 ～10/5

テーマ展

■
日
時
・
演
題
・
講
師
・
内
容

①
9
月
17
日
（
土
）
14
時
～
15
時
30
分

　

特
集
展
示
「
松
居
石
材
商
店
の
歴
史
」 

関
連
講
座

　
「
松
居
石
材
商
店
か
ら
み
る
近
代
彦
根
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
川
駿
治
（
当
館
学
芸
員
）

　
　
　

松
居
石
材
商
店
は
、
江
戸
時
代
に
彦
根
の

　
　

城
下
で
創
業
し
た
石
工
職
人
の
店
で
す
。
近

　
　

代
以
降
、
そ
の
技
術
を
活
か
し
て
幅
広
く
事

　
　

業
を
手
が
け
て
い
く
同
店
と
近
代
彦
根
の
様

　
　

子
を
紹
介
し
ま
す
。

②
12
月
3
日
（
土
）
14
時
～
15
時
30
分

　

講
座　

私
の
研
究
最
前
線

　
「
殿
様
の
鷹
狩
り
を
支
え
た
人
た
ち
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
内
光
久
（
当
館
学
芸
員
）

　
　
　

鷹
狩
り
に
は
、
鷹
の
飼
育
、
鷹
の
餌
の
調
達
、

　
　

鷹
場
の
管
理
な
ど
、
多
く

　
　

の
人
々
が
関
わ
っ
て
い
ま

　
　

し
た
。
本
講
で
は
、
彦
根

　
　

藩
井
伊
家
に
お
け
る
鷹
狩

　
　

り
を
支
え
た
、
彼
ら
の
具

　
　

体
的
な
役
割
を
紹
介
し
ま

　
　

す
。

■
会
場　

当
館
講
堂

■
定
員　

各
50
名

■
資
料
代　

各
１
０
０
円

　
　
　
　
　
（
但
し
、
彦
根
市

　
　
　
　
　

  

内
在
住
の
中
学
生
以
下
は
無
料
）

■
受
付　

当
日
受
付

　
　
　
　
　
（
先
着
順
、
受
付
13
時
30
分
～
）

　

日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
茶
道
に
つ
い
て
学

び
、
昔
の
藩
主
の
住
ま
い
で
お
茶
の
体
験
を
行

い
ま
す
。

■
日
時　

10
月
２
日
（
日
）

　
　

1
～
3
年
生
：
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
　

4
～
6
年
生
：
10
時
～
12
時

■
会
場　

当
館
講
堂
、
木
造
棟

■
講
師　

外
海
和
子
先
生
（
表
千
家
茶
道
講
師
）

■
参
加
費　

５
０
０
円

　
　
（
保
険
料
・
資
料
・
お
茶
・
お
菓
子
代
）

■
定
員　

１
～
３
年
生
、
４
～
6
年
生
：
各
15
名

　
　
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
対
象　

彦
根
市
、
米
原
市
、
愛
荘
町
、
甲
良
町
、

　
　

多
賀
町
、
豊
郷
町
に
在
住
も
し
く
は
在
学
す

　
　

る
小
学
生

■
申
込
方
法　

①
②
い
ず
れ
か
で
申
込
み
。

　
　

①
各
小
学
校
に
配
布
す
る
チ
ラ
シ
に
印
刷
し

　
　
　

た
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
博
物

　
　
　

館
に
持
参
も
し
く
は
郵
送
。

　
　

②
彦
根
市
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
か
ら
申
込
み
。

■
申
込
期
間　

　
　

９
月
１
日
（
木
）

　
　
　
　
　

 

～
15
日
（
木
）

　
　
　
　
　

※
必
着

わ
く
わ
く
体
験
ス
ク
ー
ル
「
茶
道
を
楽
し
も
う

わ
く
わ
く
体
験
ス
ク
ー
ル
「
茶
道
を
楽
し
も
う
」」

講
座
・
講
演
会

講
座
・
講
演
会

17
土

 
1
木
～
７
水　
　
　

休　

館

24
土

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た
⑥

10
土

教
室
教
室
　　
わ
く
わ
く
体
験
ス
ク
ー
ル

 

６
木　
　
　

休　

館

15
土

29
土

12
土

講
演
会

講
演
会

「
井
伊
家
伝
来
刀
剣　

名
刀
の
履
歴
書
」

2
日

講
演
会

講
演
会
「
画
家 

上
田
道
三
の
足
跡
」

鷹
役
用
状

＊
「
古
文
書
の
み
か
た
」
は
事
前
申
込
制
で
す
。

　

現
在
、
開
催
を
予
定
し
て
い
る
展
示
・
講

座
等
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
の
状
況
に
よ
り
、
中
止
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
最
新
の
情
報
は
、
彦
根
市
や
当

館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◆ 

休
館
の
お
知
ら
せ 

◆

　

館
内
の
環
境
整
備
の
た
め
休
館
い
た
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
【
休
館
期
間
】
9
月
1
日
（
木
）
～
7
日
（
水
）

　
　
　
　
　

  　

12
月
７
日
（
水
）
～
31
日
（
土
）

ス
ラ
イ
ド
ト
ー
ク

ス
ラ
イ
ド
ト
ー
ク

源
氏
物
語
・
松
居
石
材
商
店
の
歴
史

講
座
講
座
「
松
居
石
材
商
店
か
ら
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
代
彦
根
」

8
土

9
日

催
し
催
し
　　
秋
声
の
茶
席

催
し
催
し
　　
秋
声
の
茶
席

催
し
催
し
　　
秋
声
の
茶
席

講
演
会

講
演
会
「
上
田
道
三
の
画
業
」

催
し
催
し
　　
秋
声
の
茶
席

ス
ラ
イ
ド
ト
ー
ク
　

ス
ラ
イ
ド
ト
ー
ク
　
上
田
道
三


